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　地方公共団体金融機構は、平成20年8月に、全地

方公共団体の出資を得て発足いたしました。これまで、

リーマンショックや東日本大震災、継続中の日銀の異

次元緩和といった様々な大きな出来事がありました

が、そうした中にあって、地方公共団体のニーズに積極

的に対応して参りました。

　今般、資金調達のために毎月発行してきました機構

10年債が、9月に第100回という節目を迎えたところで

す。皆様のこれまでのご協力に、あらためて深く感謝申

し上げる次第です。

　現在、人口減少社会を迎え、地方公共団体を取り

巻く環境は非常に厳しい状況にあります。戦後整備さ

れた各種公共施設は一斉に更新時期を迎え、様々な

財政需要が想定されるとともに、各種の自然災害が頻

発する中、今後の災害対応も大きな課題として認識されています。

　国内外の情勢が不透明感を増している中、多くの課題に直面している地方公共団体を金融の面でしっかりと支援

することが、地方公共団体金融機構の役割であると考えています。今後とも、堅固な財政基盤を確保して、市場の信認

を維持しつつ、地方公共団体の財政需要を的確にとらえ、その期待に応えて参りたいと考えております。どうぞ、これまで

以上のご理解とご支援をお願いいたします。

　機構に対するご意見・ご質問がございましたら、お気軽にお寄せください。
　機構では、「融資の実」「がんばる公営競技」のコーナー等について、皆様からの掲
載希望を募っておりますので、お気軽にご連絡ください。また、内容に関するご質問等
がございましたらお気軽にお問い合わせください。

経営企画部企画課 広報担当
TEL:03-3539-2674
mail:info@jfm.go.jp

ご連絡先

第100回地方公共団体金融機構
債券の発行にあたって
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神奈川県 会計局 会計課 
公金管理グループの皆さん

　神奈川県では、県債の償還に備えるために設置された県債管理基金、その他長期的
な残高の維持が見込まれる基金について、債券による運用を行っております。
　債券の運用に当っては、安全性を第一に国債及び地方債により運用しておりました
が、より効率的な運用を図るため、平成23年度から安全で利回りの高いJFM債も運用
の対象としています。
　現在、神奈川県では「健康長寿」、「経済のエンジン」、「安全・安心」、「ひとのチカラ」、
「まちづくり」の５つの柱に重点的に取り組むことで、「いのち輝くマグネット神奈川の実
現」を目指しております。こうした取組みを推進していくため、JFM債の運用益を活用して
参ります。

私たちもJFM債買ってます!

15



Feature 青森県弘前市 弘前市立裾野小学校
機構の融資が、どのように活かされているかをご紹介します。

統合によって新たな一歩を踏み出した小学校
誰もが誇りに思える学校づくりを目指して

平成28年4月に開校した弘前市立裾野小学校は、
地域の人々に親しまれてきた歴史ある2校が統合されて生まれた新設校です。
地域と保護者、教職員がスクラムを組み、
地域活性化の拠点となる学校づくりに取り組んでいます。

融資の実

青森県弘前市 弘前市立裾野小学校融資の実

▲ トイレ目隠し（ブロック側面には修斉草薙児童の手書きメッセージが） ▲ 体育館
▲ 裾野小学校キャラクター
　「うりっち」

▲ グラウンド全景

複式学級の解消に向けて2校を統合
　弘前市立裾野小学校は、平成28年4月に、修斉小学
校・草薙小学校の統合により開校した新設校で、青森県
弘前市の北部、岩木山の麓に位置する十面沢（とつらざ
わ）にあります。統合された2校はどちらも明治初期の
創立という歴史のある小学校でしたが、周辺地域の過
疎化とともに児童数が減少していました。
　「当時弘前市では、学校規模適正化の基本方針とし
て、小・中学校における複式学級の速やかな解消を掲
げていました。両校とも児童数が減少し、複式学級と
いう状況で、さらに校舎の耐震・老朽化対策が必要と
いう課題もありました。そこで弘前市教育委員会では
地元の方たちと話し合いを重ね、平成24年に両校の中
間地点である裾野地区に統合・新設校を開校すること
で合意が得られたのです。」(弘前市教育委員会・齋藤佳
太主事)
　平成25年には、両校の保護者や地域の方たちが参加
する「弘前市立修斉小学校・草薙小学校統合推進協議
会」が発足しました。協議会での話し合いや児童・保護
者へのアンケートの実施など、様々な人たちの意見を
聞きながら、校名・校章・校歌や施設の設計、スクールバ
スの運行、通学路の整備などの具体的な検討を進めま
した。校章は、地域の特産であるりんごの花びらからヒ
ントを得ており、児童たちから寄せられたアイデアを
元に弘前市教育委員会教育長がデザインしています。
　平成26年には、新しい校舎の建設工事が始まりま
した。弘前市では、既存公共施設の集約化事業となる
この新設校の建設財源の一部に、公共施設最適化事業
債（現：公共施設等適正管理推進事業債）を活用してい
ます。
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弘前市

青森県弘前市 弘前市立裾野小学校融資の実

▲ グラウンドは100m走の直線コースがとれる広さ

▲▶ 「よさこいソーラン」

　弘前市は、青森県の西南部、広大な津
軽平野の南部に位置しています。古くは津
軽十万石の城下町として栄え、以来約400
年にわたって津軽地方の政治・経済・文化
の中心として栄えてきました。人口では青森
市、八戸市に続く第3の市となっています。ま
た、国立大学である弘前大学をはじめ4つ
の大学、2つの短大、9つの高校が集まり、
学園都市という面も併せ持っています。
　自然にも恵まれ、西には青森県最高峰
の岩木山、南には世界遺産の白神山地を

臨み、平野部には県内最大流域面積を有
する岩木川が流れています。その流域に広
がる津軽平野は県内屈指の穀倉地帯であ
り、丘陵地帯で作られる「弘前りんご」は日
本一の生産量を誇っており、シェアは全国
の約2割を占めています。
　りんごとともに日本一として知られるのが
弘前公園の桜です。毎年春には「さくらまつ
り」が開催され、平成29年には約251万人
が訪れました。夏には勇壮華麗な「弘前ね
ぷたまつり」が催され、さらに秋の「弘前城

菊と紅葉まつり」、冬の「弘前城雪燈籠まつ
り」と、観光都市として1年を通じて賑わっ
ています。
　市の中心部には、弘前城をはじめとする
神社仏閣、武家屋敷が点在し城下町として
の風情が漂います。また、明治・大正期に
建てられた洋館も随所に保存されており、
その存在が街並に独特のアクセントを与え
ています。最近では街歩き観光のスポットと
しても注目され、若い人たちも多く訪れてい
ます。

青森県弘前市
人口：174,507人（平成29年7月1日現在）

世帯数：71,681世帯（平成29年7月1日現在）

面積：524.12km2▲ 弘前のりんご

地域の誰もが「誇りに思える学校」を

▲ 弘前ねぷたまつり

▲ 弘前のさくら

弘前市立裾野小学校・小山内剛校長（左）
弘前市教育委員会・齋藤佳太主事（右）

日本一のりんごと桜で知られるまち弘前市融資の実

　新しい一歩を踏み出した裾野小学校の校舎は、鉄筋コン
クリート造の2階建、総床面積2,891m2という広さです。そこ
で71人(平成29年5月現在)の児童が学んでいます。
　校舎は、床や壁、間仕切などに木の素材をふんだんに使
用することで木質化しており、校舎に一歩足を踏み入れる
と、温もりのある木の香りが漂います。1・2階ともに可動式間
仕切を導入したオープン教室となっており、ゆとりをもって学
べる空間を実現しています。
　「2階建の構造や校内の木質化は、協議会などから寄せ
られた意見を反映させたものです。また、教室の配置など教
職員の声も随所に活かしています。弘前市の新設小学校の
スタンダードとなるような、充実した校舎を実現できたと思い
ます。」（齋藤主事）
　グラウンドも、100ｍ走の直線コースがとれるほど広 と々し
ています。校舎からは一段低くなった構造となっており、それ

を利用して、冬期の体育授業に使うス
キー山を設けるなど、造成にも工夫を凝
らしています。

木の香りが漂う温もりある校舎

　「裾野小学校では、『近隣の裾野中学校と連携した小中
一貫教育システムの推進』『地域に根ざしたコミュニティ・ス
クールの構築』の2つを大きな方針として掲げています。弘前
市が進める『教育自立圏』の指定を受け、保護者や地域の
人たちと一体となった学校づくりを進めています。」(弘前市
立裾野小学校・小山内剛校長)
　徒歩で5分ほどの距離にある裾野中学校とは、すでに
様々な連携を進めています。平成29年5月に行われた教育
自立圏「裾野学園」として初めての小中合同運動会では、児
童・生徒が一緒になって練習を重ね、「よさこいソーラン」の
踊りを披露しました。また、地元の方の指導の下、地域の伝
統文化である凧揚げの復活に取組むなど、古くから伝わる
文化の継承にも努めています。
　「これからも中学校や地域との連携を深め、裾野小学校
を地域活性化の拠点にしていきたいと思っています。地域・
児童・保護者・教職員すべてが『誇りに思える学校』とするこ
とが私たちの目標です。」(小山内校長)

▲ 可動式間仕切によるオープン教室 ▲ 木のぬくもりあふれる校内
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統文化である凧揚げの復活に取組むなど、古くから伝わる
文化の継承にも努めています。
　「これからも中学校や地域との連携を深め、裾野小学校
を地域活性化の拠点にしていきたいと思っています。地域・
児童・保護者・教職員すべてが『誇りに思える学校』とするこ
とが私たちの目標です。」(小山内校長)

▲ 可動式間仕切によるオープン教室 ▲ 木のぬくもりあふれる校内
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